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に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
死

因
究
明
等
の
推
進
に
関
す
る
法

案
の
参
議
院
政
策
審
議
会
で
の

説
明
者
に
ご
指
名
い
た
だ
き
ま

し
た
。
成
育
基
本
法
議
員
連
盟

で
は
事
務
局
次
長
と
し
て
、
事

務
局
長
の
羽
生
田
俊
先
生
と
と

も
に
秋
の
臨
時
国
会
に
向
け
て

活
動
を
活
発
に
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
加
え
て
一
月
に

事
務
局
長
と
し
て
女
性
医
療
職

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
議
連
を
設
立

し
ま
し
た
。
今
年
に
入
り
加
速

し
て
い
る
働
き
方
改
革
の
波

や
、
医
療
経
営
を
支
え
る
財
政

基
盤
の
安
定
化
な
ど
の
課
題

と
、
医
療
界
を
支
え
る
構
成
要

因
の
女
性
比
率
が
急
速
に
増
え
て
い

っ
て
い
る
こ
と
は
密
接
に
連
動
し
て

お
り
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

議
員
立
法
の
提
出
成
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
骨
髄
バ
ン
ク
議

連
の
事
務
局
次
長
を
拝
命
し
、
法
案

成
立
後
三
年
の
見
直
し
時
期
を
迎
え

ド
ナ
ー
登
録
の
伸
び
悩
み
や
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
議
員
勉
強
会
と
し
て
は
、
救
急

車
の
出
動
要
請
が
増
加
し
て
い
く
な

か
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
や
在
宅
や
終

活
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
救
急
医
療

体
制
の
勉
強
会
と
、
医
師
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
、
と
く
に
今
年
が
平
成

三
十
二
年
度
か
ら
の
初
期
研
修
の
見

直
し
の
案
を
決
め
る
時
期
で
あ
る
た

め
、
厚
労
省
と
文
科
省
を
結
ぶ
議
員

勉
強
会
を
主
催
し
先
輩
議
員
の
ご
指

導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
な
か
で
、

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
を
国

と
し
て
向
上
、
担
保
す
る
仕
組
み
も

必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
勉
強
会

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。我

々
医
療
界
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
な
か
、
と
く
に
本
年
は
年

末
に
六
年
に
一
度
の
医
療
、
介
護
の

ダ
ブ
ル
改
定
を
控
え
て
お
り
ま
す
。

横
倉
義
武
委
員
長
を
は
じ
め
と
し
た

日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
の
ご
経
験

と
英
知
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
羽
生
田
先

生
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
国
会
活
動

に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
に
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

※
次
号
、参
議
院
議
員
羽
生
田
俊
先
生

よ
り
、ご
寄
稿
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

今
年
一
月
か
ら
開
会
し
た
第
百
九

十
三
回
通
常
国
会
が
、
六
月
十
八
日

を
も
っ
て
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
委

員
会
質
問
は
一
般
質
疑
、
精
神
保
健

福
祉
法
、
次
世
代
医
療
基
盤
法
、
地

域
包
括
ケ
ア
改
正
介
護
保
険
法
、
医

療
法
の
一
部
改
正
法
、
厚
生
労
働
省

設
置
法
の
一
部
改
正
法
、
児
童
福
祉

法
改
正
な
ど
、
昨
年
十
一
月
か
ら
で

は
通
算
九
回
に
も
及
び
ま
し
た
。
受

動
喫
煙
防
止
法
案
は
、
政
府
か
ら
の

法
案
提
出
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
国
の
先
生
方
の
署
名
を
持
っ

て
秋
の
臨
時
国
会
に
臨
み
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
強
力
な
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
民
党
内
で
は
昨
年
秋
の
税
制
改

正
か
ら
、
年
明
け
て
か
ら
三
月
ま
で

の
予
算
案
大
詰
め
に

始
ま
り
、
六
月
の
政

府
の
『
骨
太
の
方
針

２
０
１
７
』
の
閣
議

決
定
に
至
る
党
内
議

論
に
ま
で
関
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
議
員
立
法
で

は
、
会
期
中
に
提
出

四
月
二
十
七
日
、
自
民
党
本
部
に

お
い
て
「
日
本
医
師
会
若
手
会
員
と

自
民
党
青
年
局
と
の
意
見
交
換
会
」

が
開
か
れ
た
。
若
手
医
師
と
、
今
後

の
医
療
政
策
を
担
っ
て
い
く
国
会
議

員
と
の
意
見
交
換
を
主
眼
に
置
い
た

こ
の
会
合
は
、
平
成
二
十
七
年
の
七

月
に
続
い
て
第
二
回
の
開
催
。

今
回
は
自
民
党
青
年
局
か
ら
人
数

を
絞
っ
て
会
を
行
い
た
い
と
の
提
案

が
あ
り
、
日
本
医
師
会
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し

た
若
手
会
員
と
、
青
年
局
（
四
十
五

歳
以
下
の
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
）

所
属
議
員
と
の
意
見
交
換
会
と
な
っ

た
。
鈴
木
馨け

い
す
け祐

青
年
局
長
（
衆
神
奈

川
７
区
、
３
期
）
と
自
見
は
な
こ
青

年
局
次
長
（
参
比
例
、
１
期
）
の
呼

び
か
け
に
よ
り
二
十
三
名
の
国
会
議

員
、
十
七
名
の
医
師
会
員
が
出
席
し

た
。佐

々
木
紀
青
年
局
団
体
部
長
（
衆

石
川
２
区
、
２
期
）
の
司
会
の
も
と

開
会
し
、
鈴
木
青
年
局
長
お
よ
び
山

口
泰
明
組
織
運
動
本
部
長
（
衆
埼
玉

10
区
、
６
期
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
医
師
会
を
代
表
し
て
横
倉

義
武
日
医
会
長
（
日
医
連
委
員
長
）、

今
村
聡
日
医
副
会
長
（
日
医
連
副
委

員
長
）
が
挨
拶
し
た
。
横
倉
会
長
は
、

会
の
開
催
に
つ
い
て
双
方
の
出
席
者

に
謝
意
を
述
べ
た
う
え
で
、
同
世
代

の
国
会
議
員
と
医
師
会
員
が
活
発
に

意
見
を
交
換
し
合
え
る
場
と
な
る
よ

う
、
と
く
に
医
師
会
員
か
ら
の
積
極

的
な
発
言
に
期
待
を
示
し
た
。

国
会
議
員
・
医

師
会
員
そ
れ
ぞ
れ

の
自
己
紹
介
の
の

ち
、
佐
原
博
之
医

師
会
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
長
が
、
医

師
会
の
活
動
や
医

療
界
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。
医

師
会
の
沿
革
・
概

要
を
は
じ
め
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の

医
療
の
違
い
、
現

時
点
で
の
課
題
と

今
後
の
展
望
等
に

関
し
て
、
医
療
政

策
も
絡
め
な
が

ら
、
資
料
を
用
い

て
説
明
し
た
。
と

く
に
混
合
診
療
の

全
面
解
禁
に
つ
い

て
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
を
形
骸
化
さ
せ
、

さ
ら
な
る
医
療
崩
壊
を
招

き
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
医

師
会
と
し
て
強
く
反
対
し

て
い
る
点
を
、
長
く
時
間

を
割
い
て
身
近
な
例
と
と

も
に
説
明
し
、
国
会
議
員

の
理
解
を
促
し
た
。

意
見
交
換
に
入
る
と
、
双
方
か
ら

発
言
が
相
次
い
で
活
発
な
議
論
が
広

が
っ
た
。
依
然
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
山
積
し
て
い
る
な
か
、
か
つ

ま
た
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時

改
定
を
年
末
に
控
え
る
時
期
に
あ
っ

て
、“
社
会
的
共
通
資
本
”
と
し
て

の
医
療
を
保
護
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
施
策
に
関
し
て
、
意
見
を
交
わ

し
合
っ
た
。

第
一
部
が
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と

な
り
、
場
所
を
移
し
て
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。
中
泉
松
司
青
年
局
団
体
副

部
長
（
参
秋
田
、
１
期
）
が
司
会
を

務
め
、
鈴
木
青
年
局
長
・
釜
萢
敏
日

医
常
任
理
事
（
日
医
連
常
任
執
行
委

員
）
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
自
見
青
年

局
次
長
が
乾
杯
に
立
っ
た
。
懇
親
会

か
ら
の
出
席
と
な
っ
た
国
会
議
員
も

懇
談
に
加
わ
り
、
終
了
時
刻
い
っ
ぱ

い
ま
で
熱
い
語
ら
い
が
続
け
ら
れ

た
。

永田町トピックス

参議院議員の自見はなこ先生から、ご寄稿をいただきました

「第193回通常国会を終えて」
参議院議員 自見はなこ

日
本
医
師
会
若
手
会
員
と

 
自
民
党
青
年
局
と
の
意
見
交
換
会
開
催

厚生労働委員会で発言

意見交換会

懇親会

（左から）大沼みずほ参議院自民党副幹事長、 
髙階恵美子女性局長、自見はなこ女性局次長、 

丸川珠代五輪担当大臣、橋本聖子参議院自民党議員会長


